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開会 午前９時３０分 

 

○議長（永谷幸弘君） 

  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、令和２年

豊能町議会９月定例会議を開会いたします。 

  新型コロナウイルス感染症対策で、議員

間の距離を取るため、通常の議席場所から

変更しております。 

  皆様にはマスクの着用をしていただいて

おりますが、発言の際にもマスクの着用の

ままでお願いいたします。 

  また、傍聴につきましては、スペースの

関係上、傍聴者間の距離を取るために、本

会議場の傍聴席には定員２０名のうち５名

の方のみ入っていただきまして、残りの方

につきましては音声傍聴の形を取らせてい

ただきますので御了承願います。 

  それでは定例会議に当たりまして町長か

ら挨拶がございます。 

  塩川恒敏町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  皆さん、おはようございます。 

  豊能町議会９月定例会議の開会に際しま

して、一言御挨拶を申し上げます。 

  議員の皆様におかれましては、公私大変

お忙しい中、お集りをいただきましてあり

がとうございます。また、本町の行政運営

に対し深い御理解とそして御協力を賜りま

して深く御礼申し上げます。 

  過去最大の勢力を維持しながら、今、九

州のところから北上しておりますけれども、

大阪のほう、近畿圏には直接の被害がござ

いませんでしたけれども、まだ暴風圏内が

強い状態で残っているということでござい

ますので、引き続き注意をしていきたいと

思います。さらにこれから南からの強風と

局地的な激しい雨も警戒が必要ということ

でございます。我々行政にとって住民の皆

さんの安心・安全というのは最後のとりで

でございます。日頃の安全パトロールとと

もに防災に関する取組を全庁挙げてしっか

りと取り組んでいきたいと存じます。 

  本定例会議におきまして提出させていた

だいております議案は、専決報告２件、人

事２件、条例改正４件、補正予算３件、決

算認定６件、その他１件、合計１８件でご

ざいます。大変お忙しいと思いますけれど

も、御審議、御審査そして御同意を賜りま

すようによろしくお願い申し上げます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  なお、９月定例会議の会議期間は、本日

から９月２５日までの１９日間といたしま

す。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会議の会議録署名議員は、会議規

則第１２３条の規定により、１２番・川上 

勲議員及び１番・長澤正秀議員を指名いた

します。 

  ここで私から報告事項がございます。 

  ９月４日に教育委員会より、教育に関す

る事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価報告書が提出されましたことを御報告い

たします。 

  日程第２「第７号報告 専決処分の報告

の件（令和２年度豊能町一般会計補正予算

（第５回）の件）」の報告を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  皆様、おはようございます。 

  第７号報告、専決処分の報告の件（令和

２年度豊能町一般会計補正予算（第５回）

の件）について、御説明申し上げます。 

  議案書の１ページでございます。 
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  本件は、災害により緊急に必要となった

予算について、地方自治法第１８０条第１

項の規定により専決処分しましたので、同

条第２項の規定により報告するものでござ

います。 

  それでは専決第４号の補正予算書の１ペ

ージをお開き願います。 

  一般会計補正予算（第５回）でございま

す。専決日は令和２年８月７日でございま

す。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額に8,１７０万3,０００円を増額し、総

額を９０億9,５２９万3,０００円とするも

のでございます。 

  それではまず歳出から御説明申し上げま

す。７ページをお開き願います。 

  款１１・災害復旧費、項２・公共土木施

設災害復旧費、目２・公園施設災害復旧費

でございますが、光風台６丁目の緑地の土

砂災害について仮復旧工事を施工するため、

8,１７０万3,０００円を増額するもので、

これにより工事請負費の予算は9,９００万3,

０００円となります。 

  次に歳入について御説明申し上げます。

６ページを御覧願います。 

  款１９・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・財政調整基金繰入金でございますが、

今回の補正の財源調整として増額するもの

でございます。 

  報告は以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第３「第８号報告 専決処分の報告

の件（工事請負契約の一部変更について）」

の報告を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  おはようございます。 

  それでは、第８号報告、専決処分の報告

の件について御説明をさせていただきます。 

  本件につきましては、先ほど専決処分の

第７号報告で御説明をさせていただきまし

た補正予算に基づきまして、工事請負契約

の一部変更について、地方自治法第１８０

条第１項の規定により専決処分にいたしま

したので、同条第２項の規定により御報告

させていただくものでございます。 

  それでは、専決処分といたしました工事

請負契約の一部変更の内容につきまして御

説明いたします。 

  議案書の３ページを御覧いただけますで

しょうか。 

  専決第５号といたしまして、令和２年度

光風台６丁目緑地安全対策工事請負契約の

一部を変更する契約を次のとおり締結する

とさせていただいております。 

  専決日は令和２年８月７日でございます。 

  契約の目的は、令和２年度光風台６丁目

緑地安全対策工事。契約金額は変更前が1,

７２７万円、変更後が9,９００万2,２００

円でございます。 

  契約の相手方は、大阪府豊能郡豊能町野

間口１４９番地の２、岩田建設株式会社代

表取締役岩田直樹でございます。 

  説明は以上でございます。御報告させて

いただきますのでよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第４「第５９号議案 豊能町教育委

員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  第５９号議案、豊能町教育委員会委員の

任命につき同意を求めることについて御説

明させていただきます。 

  議案書の４ページを御覧願います。 

  本件は教育委員会委員の任期満了に伴う
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同委員の任命に際し、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第２項の規定

により議会の同意を求めるものでございま

す。 

  同意を求める方の御住所は、光風台６丁

目１０番地１１、お名前は富永彰一さん、

生年月日は昭和２６年６月１５日でござい

ます。富永さんは大阪教育大学を御卒業後、

大阪市、能勢町、豊能町及び豊中市公立学

校において教員、教頭、校長を歴任され、

教育の造詣が深く、教育委員として大いに

活躍いただけるふさわしい方だと存じます。

なお、任期は令和２年１０月２３日から４

年間でございます。 

  説明は以上でございます。御同意賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  皆様、おはようございます。５番・管野

英美子でございます。 

  この富永彰一さんについては何の異論も

ございませんが、前任者がおやめになった

経緯をお聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  経緯でございますけれども、各委員の任

期に関しましての御質問ですけれども、お

願いをしております、就任をいただくとい

うことでございます。まずは御本人の御意

向を確認しなければなりません。任期に関

する法律の定めがありますけれども、任期

回数の定めがあるものは非常に少ない。お

願いする委員によりましては、異なります

けれども、通常２期が一番多く、続いて３

期が実態でございます。言い換えれば教育

委員は４年の任期でございますので、その

ほかの委員は３年ということで、ほぼ大体

１０年前後となっておりますので、それに

従いまして御要望をさせていただいたとい

うところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  来年の１０月に任期の来る委員さんは２

０年以上委員をされています。７年前に石

塚教育長に、３年前には教育次長だったと

思いますが、長過ぎると事前に言いにいき

ましたら、７年前にも３年前にも、町長、

教育長、次長も数年で変わってしまう。今

は小中一貫教育や学校再配置の問題で大切

なときだから経緯が分かる人に続けてくだ

さいとお願いしたと伺いました。今の時期

もそうじゃないのかと思います。小さい小

学校の校長をされ、経験に基づいて意見を

述べられていました。私は議員になってほ

ぼ毎回、教育委員会会議を傍聴しておりま

すが、この方は事あるごとに国語教育の充

実とおっしゃっていました。これだけおっ

しゃっている、そして先生方も国語に力を

入れていただいていたにもかかわらず、昨

年の小学校の国語の平均値は大阪府と一緒、

全国平均を何と3.８ポイントも下回ったん

です。こういう的確なアドバイスをされて

いる教育委員さんをなぜ引き止めなかった

のかと思うと残念でなりません。引き止め

なかったのですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  もちろん遺留をお願いを申し上げました。

そして本人の御意向を確認させていただい

たところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 
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  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  本人に伺ったら分かることですけれども、

２期で辞めてくださいとおっしゃったので

すか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ２期でお辞めくださいというようなお話

はしておりません。全体としての大きな流

れとして２期、３期というところが多いと

いう御説明はさせていただきました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  今伺ってたような質問にはなるとは思う

んですけど、教育に関する事務の管理及び

執行の状況の点検及び評価報告書というの

を教育委員会から頂いてるんですけど、そ

この中で教育委員会構成という表がござい

まして、今回任期満了っておっしゃられた

方は平成２４年御着任でいらっしゃいます。

そうなるとほかにも平成９年から着任され

て頑張ってらっしゃる方もいらっしゃいま

すし、ここの５人の教育委員の中では２番

目に若いというか、期でいいますと、方で

いらっしゃいました。私もそんなにたくさ

ん教育委員会を見にいったわけではないん

ですけど、でも意見交流会とかしたときも

やはり活発に意見を申されてましたし、何

せ小さい小規模な学校の校長先生をなさっ

た御経験が、今、１小１中か２小２中か行

方をさまよってるうちの教育現場について、

将来の、とてもよい意見をお持ちだったと

思うので、私は町長ではないですけど、留

任を勧めてほしかったなと思うんですけど、

町長はそういうお考えはなかったんですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  考えがなかったのかというと、考えはも

ちろんございました。ただ、教育委員会の

運営規則によりましても、いわゆる各委員

がオーバーラップをするということになっ

ておりました。したがいまして継続性とい

うのは十分担保できると。そして皆さんの

タイミングという、いわゆる任期満了に伴

う段階で御意向を確かめさせていただいて

お願いをするということになります。今回

の場合は御意向も確認をさせていただきな

がら、そして継続性を視野に入れながら、

任期満了のところによる改選ということは

今後もお願いをしていこうというように思

っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  今、管野議員、井川議員ともにお話しさ

れていたと思いますが、今は豊能町、学校

再配置の大事なときです。これ急にお願い

しますじゃなくて、これまでの流れがあっ

た上で、しかも今回変わろうとしてるわけ

ですから、継続性を考えたとき私は引き止

めてしかるべきだったなと思うんですけど

も、もちろん本人の意向もあるでしょうけ

ども、町長もちろん、今、先ほど引き止め

られたっていうふうにおっしゃってました

けども、ではこの教育委員の方、非常に熱

心でした。御辞退されるその思いというの

はどのように受け止められましたでしょう

か。お話しされたと思いますので、ぜひそ

の辺りをお聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 
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  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  まず教育委員さんにおかれましては非常

に皆さん熱心でございます。教育への思い

そのものは十分皆さん同じだというように

思います。今回、御説明をさせていただい

たとき、御意向を確認させていただいたと

きは、２期、これで私は留任は考えていな

いということをおっしゃられましたので、

それに従いましてお話をさせていただいた

というところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  ということは留任されないその理由とい

うのをお聞きしてないっていうことですね。

お尋ねされてないんですか。相手の今回お

辞めになるという教育委員の方に、町長は

まずは継続性の話をされたと。併せて大体

２年、３年ですというお話もされたと。で

も今回おやめになるっていう。私はなぜ辞

退されたのかというところをお聞きしたつ

もりなんですけども、相手の方が。そこの

御説明を何とお話ししてたかお願いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  まず第１番目は本人の御意向ということ

で、その御意向の中には今回でお辞めにな

るということを一番最初に申し上げられま

したので、その御意向、留任に関してもも

ちろんお願いをいたしましたけれども、今

回でお辞めになるというお話がございまし

たので、それ以上深く聞くということはそ

の場ではございませんでした。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  先ほど冒頭言いましたように、豊能町は

今、学校再配置の大事な時期です。町長も

もちろんそのことも十分御存じだと思いま

すし、これまでの経緯のこともあります。

ですから当然経緯をよく知っている方に遺

留してもらうのが町としても一番ありがた

いことだと思います。ただ相手はもちろん

今回はもう継続は控えたいという思いを持

ってることに対しては別にどうこう言うつ

もりはないんですけど、町長として、町と

してなぜ継続されないのかという、そこの

ところは全くお聞きにならなかったという

ことですね。私はそこのところを知りたい

んですね。大事なところだと思うんです。

町の教育委員会の在り方としても。よろし

く、そこのところお願いしたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  まず委員さんの御意志ということですけ

れども、継続性を持ってということですの

で非常に大事な時期でありますし、今まで

の経過もその委員会全体でお分かりでござ

いますので、そのときに長年お努めになっ

た方が留任を希望されないというときには、

やはりこれは、もちろん留任のお願いもい

たしますけれども、御意志にやっぱり従う

べきであろうというように思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  討論を終結いたします。 
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  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立全員であります。 

  よって、第５９号議案は原案のとおり同

意することに決定いたしました。 

  日程第５「第６０号議案 豊能町固定資

産評価審査委員会委員の選任につき同意を

求めることについて」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  第６０号議案、豊能町固定資産評価審査

委員会委員の選任につき同意を求めること

につきまして御説明申し上げます。 

  議案書第５ページを御覧ください。 

  本件は固定資産評価審査委員会委員の任

期満了に伴う同委員の選任に際し、地方税

法第４２３条第３項の規定により議会の同

意を求めるものでございます。 

  同意を求める方の御住所は、東ときわ台

７丁目１３番地の３。お名前は小倉巌さん。

生年月日は昭和２１年８月２４日でござい

ます。小倉さんは平成２６年から固定資産

評価審査委員会委員をお務めいただいてお

り、このたび引き続き再任をお願いするも

のでございます。任期は令和２年１１月２

５日から３年間でございます。 

  説明は以上でございます。御同意賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  これより、本件に対する質疑を行います。

ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（永谷幸弘君） 

  起立全員であります。 

  よって、第６０号議案は原案のとおり同

意することに決定いたしました。 

  日程第６「第６１号議案 豊能町税条例

改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  おはようございます。 

  第６１号議案、豊能町税条例改正の件に

ついて御説明申し上げます。 

  議案書の６ページをお開き願います。 

  本件は、地方税法等の改正に伴い、本町

税条例において所要の改正を行うものでご

ざいます。 

  それでは条例の概要説明資料及び新旧対

照表に沿って御説明を申し上げますので、

概要説明資料、新旧対照表３ページを御覧

ください。 

  １点目は個人住民税でございます。地方

税における未婚のひとり親及び寡婦控除の

見直しに伴い、婚姻歴の有無や性別にかか

わらず生計を一にする子を有するものにつ

いて同一のひとり親控除を適用するもので

ございます。 

  次に新旧対照表７ページを御覧ください。 

  新型コロナウイルス感染症防止緊急経済

対策に係る税制上の措置として寄附金税額

控除の特例を新設いたします。これは新型

コロナウイルス感染症の影響によりイベン

トを中止等した主催者に対する入場料金等
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払戻請求権を放棄した場合に、当該放棄相

当額を寄附とみなし寄附金税額控除の対象

とするものです。 

  次に新旧対照表８ページを御覧ください。 

  同じくコロナウイルス感染症の影響によ

る住宅建設の支援等への対応として、住宅

借入金等特別税額控除に係る入居時期等の

適用要件を延長するものでございます。 

  ２点目は固定資産税でございます。新旧

対照表２ページを御覧ください。 

  新型コロナウイルス感染症防止緊急経済

対策に係る税制上の措置として、生産性向

上特別措置法に基づく先端設備等に事業用

家屋及び構築物が追加されたことに伴い、

条例で定める固定資産税の課税標準の特例

割合を零とするものでございます。 

  ３点目は軽自動車税でございます。新旧

対照表２ページを御覧ください。 

  軽自動車税環境性能割の非課税適用期間

を令和３年３月３１日まで６か月間延長す

るものでございます。 

  ４点目は新旧対照表１ページ、町たばこ

税でございます。 

  重量比例課税方式が適用されている１本

当たりの重量が１グラム未満の軽量な葉巻

たばこについて、本数課税方式への換算方

法の見直しを行うものです。これは令和２

年１０月１日以降に売渡等がされた軽量な

葉巻たばこに適用するものでございます。

ただし、経過措置として令和２年１０月１

日から令和３年９月３０日までの期間にお

いては１本当たりの重量が0.７グラム未満

の葉巻たばこは0.７本の葉巻たばことみな

します。 

  最後に、その他としまして引用法令の条

項の移動に伴う改正、その他規定の整備を

行うものでございます。この条例の施行時

期につきましては、個人住民税の改正につ

いては令和３年１月１日、固定資産税・軽

自動車税の改正については公布の日から、

町たばこ税の改正については令和２年１０

月１日、令和３年１０月１日と段階的に施

行いたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第７「第６２号議案 豊能町特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例改正の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  おはようございます。 

  それでは、第６２号議案、豊能町特定教

育保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例改正の件につき

まして御説明いたします。 

  議案書１４ページから２７ページ及び概

要説明書、新旧対照表も併せて御覧くださ

い。 

  提案理由は、特定教育・保育施設及び特

定地域型事業並びに特定子ども・子育て支

援施設等の運営に関する基準の改正に伴い、

所要の改正を行うものでございます。 

  条例の改正内容につきまして御説明申し

上げます。まず条例の名称につきまして、

内閣府令の題名が改められましたため、豊

能町特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例か

ら、豊能町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業並びに特定子ども・子育て支

援施設等の運営に関する基準を定める条例

に改めるものでございます。 

  目次におきまして章を整理するとともに、

第２章に新たに特定子ども・子育て支援施

設等の運営に関する基準を追加しておりま
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す。 

  次に第１３条では食事の提供に要する費

用の取扱いを改めるもので、保育料無償化

に合わせて副食費について定めるものです

が、保育料無償化は昨年度から実施してお

り、経過措置がありましたので実質的な変

更はございません。 

  次に第２章で、特定子ども・子育て支援

施設等の運営に関する基準として、第５３

条から第６１条までの条文が追加されまし

た。内容は、第５３条で趣旨、第５４条で

子ども・子育て支援の提供の記録など、第

１章の特定教育・保育施設の内容とほぼ同

様の内容とするものでございます。 

  その他、法改正による略称の変更や条項

ずれに伴う改正を行っています。 

  附則としまして、この条例は公布の日か

ら施行するものです。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定いただきますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第８「第６３号議案 豊能町重度障

害者の医療費の助成に関する条例等改正の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  おはようございます。 

  それでは第６３号議案、豊能町重度障害

者の医療費の助成に関する条例等改正の件

につきまして、提案理由の御説明をさせて

いただきます。 

  本件につきましては、大阪府の福祉医療

費助成制度及び租税特別措置法の改正に伴

い、所要の改正を行うものでございます。 

  それでは、概要及び新旧対照表も併せて

御覧いただけますでしょうか。 

  今回の改正につきましては、まず重度障

害者の医療費の助成に関して、対象施設及

び２以上の施設等に継続して入所等をした

場合の取扱いについて、国民健康保険法に

準拠し、最初の施設に入所する前の市町村

が実施主体となる、いわゆる住所地特例に

ついて定めること、精神病床へのに入院に

ついて福祉医療費助成の対象とすること、

そして租税特別措置法の改正に伴い、同法

を引用する国保条例及び介護保険条例に必

要な規定を追加し、また同法において特例

基準割合の定義を改正されたことに伴い、

国保条例、介護保険条例、後期高齢者医療

に関する条例の関係する規定の整備を行う

ものでございます。 

  なお、附則といたしまして、福祉医療費

助成制度に関する規定は令和３年４月１日

から、租税特別措置法の改正に伴う規定は

同年１月１日から施行することとし、また

経過措置といたしまして原則それぞれの施

行日以降について適用し、施行日前に入院

等をした対象者については同年１１月１日

から適用することといたします。 

  説明は以上でございます。御審議頂き御

決定賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第９「第６４号議案 豊能町指定居

宅介護支援事業者の指定並びに指定居宅介

護支援等の事業の人員及び運営に関する基

準を定める条例改正の件」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第６４号議案、豊能町指定居

宅介護支援事業者の指定並びに指定居宅介

護支援等の事業の人員及び運営に関する基

準を定める条例改正の件につきまして、提

案理由の御説明をさせていただきます。 
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  本件につきましては、介護保険法の規定

により居宅介護支援事業所の人員に関する

基準を条例で定めるに当たっては厚生労働

省令で定める基準に従い定めるものとされ

ておりますところ、今般の省令の改正に伴

い、省令と同様の改正を行うものでござい

ます。 

  それでは概要及び新旧対照表も併せて御

覧ください。 

  改正の内容といたしましては、居宅介護

支援事業所の管理者となる者は主任介護支

援専門員であることを要件といたしますが、

主任介護支援専門員の確保が著しく困難で

ある等やむを得ない理由がある場合につい

ては、管理者を介護支援専門員とする取扱

いを可能とするものでございます。また、

令和３年３月３１日時点で主任介護支援専

門員でない者が管理者である居宅介護支援

事業所については、当該管理者が管理者で

ある限り管理者を主任介護支援専門員とす

る要件の適用を令和９年９月３１日まで猶

予するものでございます。 

  施行日は交付の日とし、管理者要件の緩

和については令和３年４月１日からといた

します。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いをい

たします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１０「第６５号議案 豊能町農地

及び農業用施設災害復旧事業の施行につい

て」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  それでは、第６５号議案、豊能町農地及

び農業用施設災害復旧事業の施行について

の件について御説明をさせていただきます。 

  お手元の議案書の３５ページ、３６ペー

ジになります。 

  本件につきましては、令和２年７月７日

及び同月８日の令和２年７月豪雨により被

災した農地及び農業用施設の災害復旧事業

を施行するために、土地改良法第９６条の

４第１項において読み換えて準用する同法

第８７条の５第１項の規定に基づき、応急

工事計画を定め事業を施行することについ

て議会の議決を求めるものでございます。 

  次ページ、３６ページを御覧いただけま

すでしょうか。 

  事業名といたしましては、令和２年７月

７日及び同月８日の令和２年７月豪雨によ

る災害復旧事業でございます。総事業費は6,

５０９万5,０００円、事業施工場所は豊能

町木代１１４７番地ほか１９件の２０件と

なり、うち農地が９件、水路が８件、道路

が３件となります。事業期間は令和２年９

月から令和３年３月までとするものでござ

います。事業内容につきましては、令和２

年７月７日及び同月８日の令和２年７月豪

雨により被災した畦畔を含む農地及び水路

等の農業用施設の復旧を行い、従前の効用

を回復するものでございます。 

  御審議いただき御決定賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１１「第６６号議案 令和２年度

豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定補正予算（第２回）の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第６６号議案、令和２年度豊

能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定

補正予算の件について御説明させていただ

きます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 
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  令和２年度豊能町国民健康保険特別会計

診療所施設勘定補正予算（第２回）でござ

います。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ1,２１９万2,０００

円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ１億2,０７９万2,０００円とす

るものでございます。 

  第２条といたしまして地方債の補正でご

ざいます。感染症対策の費用につき国の交

付金を原資として一般会計から繰り入れる

ことで起債の必要がなくなったため廃止す

るものでございます。 

  それでは内容につきまして、まず歳出か

ら御説明をさせていただきます。 

  ７ページをお開き願います。 

  款１・総務費、1,２１９万2,０００円は、

感染症対策強化のための診療所施設の改築

費用及び衛生面に配慮した歯科用チェア、

その他感染症対策資機材の購入費用を計上

してございます。 

  歳出は以上でございます。 

  次に歳入の説明をいたします。 

  お戻りいただきまして６ページをお開き

願います。 

  款４・繰入金、先ほど歳出で御説明を申

し上げました事業のための1,２１９万2,０

００円に次の款６・町債の減分1,４３０万

円を加えた2,６４９万2,０００円を国の感

染症対策の臨時交付金を原資として一般会

計から繰入れするものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１２「第６７号議案 令和２年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算

（第２回）の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第６７号議案、令和２年度豊

能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の

件について御説明させていただきます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。

令和２年度豊能町介護保険特別会計事業勘

定補正予算（第２回）でございます。 

  第１条といたしまして、規定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ2,３０７万円を増額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２４億5,３５７万4,０００円とするもの

でございます。 

  それでは今回の補正内容について歳出よ

り御説明させていただきます。 

  ８ページをお開き願います。 

  款５・基金積立金、目１・介護給付費準

備基金積立金の1,３６１万4,０００円につ

きましては、介護給付費国庫負担金、支払

基金交付金、府負担金の過年度追加分とし

て受けたものを基金に積み立てるものでご

ざいます。 

  下段の款７・諸支出金、目２・国府等支

出金償還金の９４５万6,０００円は、前年

度の介護保険事業における給付実績等の精

算により国府等へ償還を行うものでござい

ます。 

  次に歳入の説明をさせていただきます。 

  ６ページをお開き願います。 

  款３・国庫支出金、項１・国庫負担金の

５３６万7,０００円、款４・支払基金交付

金の３３６万7,０００円、款５・府支出金、

項１・府負担金の４８８万円につきまして

は、いずれも先ほど歳出で説明をさせてい

ただきました過年度追加分の介護給付費交

付金でございます。 

  下段の款８・繰越金の９４５万6,０００

円につきましては、令和元年度からの繰越

金を歳出で説明しました償還金の財源とす
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るものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１３「第１号認定 令和元年度豊

能町一般会計歳入歳出決算の認定について」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  第１号認定、令和元年度豊能町一般会計

歳入歳出決算の認定につきまして、概要を

述べ提案説明とさせていただきます。 

  本件は地方自治法第２３３条第３項の規

定により、別冊の監査委員の決算審査意見

書をつけて議会の認定に付すものでござい

ます。 

  それでは令和元年度大阪府豊能郡豊能町

一般会計・特別会計歳入歳出決算書の一般

会計歳入歳出決算書をお開き願います。 

  決算書の５ページを御覧ください。 

  歳入合計は７１億8,５６８万7,１９４円、

歳出合計は７０億4,４６０万1,９２７円で、

差引残高１億4,１０８万5,２６７円でござ

いますが、予算繰越により翌年度へ繰り越

すべき額7,６１６万6,３３２円を差引きし

ました再差引き後の実質収支額は6,４９１

万8,９３５円の黒字となり、翌年度へ繰り

越すものでございます。 

  まず６ページから８ページの歳入につい

て御説明します。 

  一般会計の歳入合計は、８ページの収入

済額最下段の７１億8,５６８万7,１９４円

で、予算現額に対する収入率は８8.３％と

なっております。なお、不納欠損額は２０

０万2,９９１円、収入未済額は4,６１２万9,

１２２円となっております。 

  歳入の主なものとしまして、まず６ペー

ジの款１・町税でございます。令和元年度

決算額は１７億9,７０１万4,２１８円で、

前年度と比べてマイナス1,６７４万9,８６

９円となっており、法人町民税、軽自動車

税は増加したものの、主に個人町民税が減

少したことによるものでございます。 

  次に７ページの款８・自動車取得税交付

金、款９・環境性能割交付金でございます

が、自動車税制の大幅見直しにより、府税

である自動車取得税が廃止され、新たに環

境性能割が導入されたことに伴い、自動車

取得税交付金は前年度と比べマイナス1,５

０７万3,８８３円、環境性能割は皆増とな

ったものでございます。 

  款１０・地方特例交付金でございます。

決算額は3,２７７万6,０００円で、前年度

と比べてプラス2,８１２万9,０００円とな

っており、幼児教育・保育の無償化に係る

子ども・子育て支援臨時交付金の増による

ものでございます。 

  款１１・地方交付税でございます。決算

額は２３億5,３２３万6,０００円で、前年

度と比べてプラス7,８９８万円となってお

ります。 

  款１５・国庫支出金でございます。決算

額は４億4,２９８万3,４３７円で、前年度

と比べてプラス6,２７６万3,７１１円とな

っております。その主なものは、障害者自

立支援給付費等国庫負担金、子ども・子育

て支援事業費国庫補助金の増によるもので

ございます。 

  次に８ページの款１６・府支出金でござ

います。決算額は４億8,９８９万1,３８０

円で、前年度と比べプラス１億1,４０９万7,

６０９円となっており、その主なものは、

耕地災害復旧費府補助金の増によるもので

ございます。 

  款１９・繰入金でございます。決算額は

５億3,５７６万5,９５３円で、前年度と比
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べてマイナス8,５５５万2,００９円となっ

ており、その主なものは、土地開発基金の

廃止に伴う繰入れの増はあったものの、財

政調整基金の取崩しの減によるものでござ

います。 

  款２１・諸収入でございます。決算額は

１億7,８３８万6,７３７円で、前年度と比

べてプラス6,４２０万7,６３４円となって

おり、その主なものは豊能郡環境施設組合

からの返納金、プレミアム付商品券販売収

入によるものでございます。 

  最後に、款２２・町債でございますが、

決算額は５億3,２６３万円で、前年度と比

べてプラス２億2,３２３万3,０００円とな

っており、その主なものは、体育施設整備

事業債借換債の増によるものでございます。 

  以上が歳入の主なものでございます。 

  続きまして、９ページから１１ページの

歳出について御説明します。 

  一般会計の歳出合計は、１１ページの支

出済額最下段の７０億4,４６０万1,９２７

円で、予算現額に対する執行率は８6.６％

となっております。予算繰越額は１億2,１

０１万1,３３２円、不用額は９億6,９３０

万4,５０４円でございます。歳出の主なも

のでございますが、９ページの款２・総務

費は、決算額１３億4,３７８万7,２３３円

で、執行率は９2.９％でございます。前年

度と比べてプラス１億6,９０９万6,５３７

円となっており、その主なものは退職手当

の増によるものでございます。 

  款３・民生費は、決算額１８億5,１１３

万7,３５９円で、執行率は９3.６％でござ

います。前年度と比べてプラス6,７８９万2,

９６６円となっており、その主なものは扶

助費の増によるものでございます。翌年度

繰越額２５２万2,２３２円は、福祉相談支

援室開設準備事業でございます。 

  款４・衛生費は、決算額８億2,８７５万1,

６３７円で、執行率は９3.１％でございま

す。前年度と比べてマイナス5,２５８万2,

１９５円となっており、その主なものは、

上水道事業への補助金の減によるものでご

ざいます。 

  款６・農林水産業費は、決算額１億3,４

８８万8,８２２円で、執行率は７8.９％で

ございます。前年度と比べてプラス5,４４

８万4,１４４円となっており、その主なも

のは農業振興事業、農×観光戦略推進事業

の増によるものでございます。 

  １０ページの款８・土木費は、決算額４

億3,６９３万5,０５１円で、執行率は８3.

８％でございます。前年度と比べてプラス

２５８万9,９３５円となっており、その主

なものは、道路維持費、道路舗装費は減と

なったものの、ときわ台駅前線整備事業の

増によるものでございます。翌年度繰越額2,

７３５万7,０００円の主なものは、町道・

準用河川等の維持補修事業、道路舗装事業、

光風台４丁目通路整備事業でございます。 

  款９・消防費は、決算額３億9,７８５万1,

３８７円で、執行率は９7.５％でございま

す。前年度と比べてプラス4,３１９万1,８

０８円となっており、その主なものは箕面

市への消防事務委託負担金の増によるもの

でございます。 

  款１０・教育費は、決算額１１億２６万4,

００６円で、執行率は８6.５％でございま

す。前年度と比べてプラス２億1,１７０万6,

８１９円となっており、その主なものは子

ども・子育て支援事業、ひかり幼稚園、シ

ートスの空調設備改修工事の増によるもの

でございます。翌年度繰越額８,８５４万6,

０００円の主なものは、小中学校の情報機

器等整備事業でございます。 

  款１１・公債費は、決算額６億5,４３６

万9,８６４円で、執行率は１００％でござ

います。前年度と比べてプラス9,２８４万1,
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３９１円となっており、その主なものは、

借換債の発行に伴う元金償還の増によるも

のでございます。 

  最後に、１１ページの款１３・災害復旧

費は、決算額１億1,９５７万7,３０８円で、

執行率は２0.８％でございます。前年度と

比べてプラス2,７５９万6,３５４円となっ

ており、その主なものは、耕地災害復旧事

業の増によるものでございます。翌年度繰

越額２５８万6,１００円は、牧の宮浦川災

害復旧事業災害復旧工事でございます。 

  以上が歳出の主なものでございます。 

  なお、地方自治法施行令第１６６条第２

項に規定する歳入歳出決算事項別明細書、

実質収支に関する調書は、１３ページから

２０８ページ、財産に関する調書は３６１

ページ、３８１ページに記載しております。

また、別冊の令和元年度事業評価・主要施

策成果報告書も併せて御参照いただきます

ようお願い申し上げます。 

  以上、簡単ではございますが決算概要の

説明とさせていただきます。御審議の上御

認定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ここで、議場換気のため暫時休憩いたし

ます。再開は１０時４０分といたします。 

（午前１０時２５分 休憩） 

（午前１０時４０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第１４「第２号認定 令和元年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳

出決算の認定について」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２号認定、令和元年度豊能

町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出

決算の認定につきまして、提案の御説明を

させていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２１３ページをお開き願います。 

  歳入合計２８億9,２９２万9,７９９円。

歳出合計２８億９３６万9,０４０円で、差

引残高8,３５６万７５９円を翌年度に繰り

越すものでございます。 

  ２１４ページをお開き願います。 

  まず歳入でございます。 

  款１・国民健康保険料は、予算現額６億2,

００８万円、調定額５億8,３０５万4,７０

０円に対し、収入済額５億7,２７９万1,６

００円、収入未済額1,０２６万3,１００円

でございます。 

  款２・国民健康保険税は、予算現額９９

３万2,０００円、調定額4,６２５万9,６６

８円に対し、収入済額1,５０８万6,１８３

円、不納欠損額３６９万５７５円、収入未

済額2,７４８万2,９１０円でございます。 

  次に款３・使用料及び手数料でございま

すが、予算現額２５万1,０００円に対し、

調定額、収入済額とも１７万2,２００円で、

これは保険料等の徴収に係ります督促手数

料等でございます。 

  款４・府支出金は予算現額２０億8,５８

１万4,０００円に対し、調定額、収入済額

とも１９億8,２１５万１３４円であり、こ

れは国保事業の安定化に資する事業の実施

状況などに対し交付される調整交付金や、

財政健全化の確保や広域化の推進などの取

組に対して交付される都道府県調整交付金

等でございます。 

  款５・繰入金でございますが、予算現額

１億7,４７５万2,０００円に対し、調定額、

収入済額とも１億6,０７８万5,９７２円で、

これは一般会計からの繰入金でございます。 
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  款６・繰越金は予算現額１億5,９８４万6,

０００円に対し、調定額、収入済額とも１

億6,０９９万8,９２３円で、前年度からの

繰越金でございます。 

  款７・諸収入は予算現額１万円に対し調

定額、収入済額とも９４万4,７８７円で、

これは延滞金等の収入でございます。 

  次に歳出について御説明をさせていただ

きます。 

  ２１５ページをお願いいたします。 

  款１・総務費でございますが、予算現額4,

１１０万円に対し、支出済額3,５３０万3,

７９４円で、この経費は職員の人件費と国

民健康保険事務事業の管理運営費、保険料

及び税の賦課徴収等の事務並びに国保運営

協議会に要した経費でございます。 

  款２・保険給付費は予算現額２０億4,４

７７万9,９６９円に対し、支出済額１９億3,

４９６万3,０３８円で、療養諸費、高額療

養費等の給付費に要した経費でございます。 

  款３・国民健康保険事業費納付金は、予

算現額８億１８０万3,０００円に対し、支

出済額８億１８０万４６８円で、大阪府が

決定した標準保険料率などにより本町に割

り当てられた納付金で、それぞれ大阪府に

納めたものでございます。 

  款４・共同事業拠出金は、予算現額1,０

００円に対し、支出済額は５９０円であり、

退職者医療共同事業費として国保連合会に

拠出した経費でございます。 

  款５・保健事業費は、予算現額3,１０４

万3,０００円に対し、支出済額2,１６３万4,

６９６円で、特定健康診査及び保健啓発等

に要した経費でございます。 

  款６・基金積立金、款７・公債費につき

ましては執行額はございません。 

  款８・諸支出金は、予算現額2,０９９万2,

０００円に対しまして、支出済額1,５６６

万6,４５４円で、これにつきましては国へ

の償還金及び診療所施設勘定に繰り出した

経費でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御認定くださいますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１５「第３号認定 令和元年度豊

能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定

歳入歳出決算の認定について」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  第３号認定、令和元年度豊能町国民健康

保険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決算

の認定につきまして、提案の御説明をさせ

ていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２５１ページをお開き願います。 

  歳入合計6,８２８万9,４１３円、歳出合

計6,００１万7,９０４円で、差引残高８２

７万1,５０９円を翌年度に繰り越すもので

ございます。 

  ２５２ページ、２５３ページをお開き願

います。 

  まず歳入でございますが、款１・診療収

入は、予算現額3,３６８万3,０００円に対

し、調定額、収入済額とも3,５４７万7,８

５３円で、これにつきましては内科、歯科

の診療収入でございます。 

  次の款２・使用料及び手数料は、予算現

額７万円で、調定額、収入済額とも４万2,

１６０円となってございます。これにつき

ましては診断書等の手数料及び職員駐車場

の使用料収入でございます。 

  款３・繰越金は、予算現額1,０００円に

対し調定額、収入済額とも５３６万9,９６
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５円で、前年度の繰越金でございます。 

  款４・繰入金は、予算現額3,６６５万円

に対し、調定額、収入済額とも2,７１２万6,

０００円で、一般会計及び国民健康保険特

別会計事業勘定からの繰入金でございます。 

  款５・諸収入は、予算現額５０万1,００

０円に対し、調定額、収入済額とも２７万3,

４３５円でございます。これにつきまして

は薬の容器代等の雑収入でございます。 

  次に歳出について御説明をいたします。 

  款１・総務費でございますが、予算現額5,

１７７万7,４８０円に対し、支出済額4,３

８１万1,４７１円でございます。これにつ

きましては職員の人件費及び診療所の管理

運営に要した経費でございます。 

  次に款２・医業費は、予算現額1,８５１

万2,０００円に対しまして、支出済額1,６

２０万6,４３３円で、これにつきましては

薬剤費及び医療費の消耗器材等に要した経

費でございます。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

認定くださいますようよろしくお願いをい

たします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１６「第４号認定 令和元年度豊

能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  第４号認定、令和元年度豊能町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定につき

まして、提案の御説明をさせていただきま

す。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２７１ページをお開き願います。 

  歳入合計５億2,３１８万7,１０８円、歳

出合計５億５８６万１５４円、差引残高1,

７３２万6,９５４円を翌年度に繰り越すも

のでございます。 

  ２７２ページ、２７３ページをお開き願

います。 

  まず歳入でございますが、款１・後期高

齢者医療保険料は、予算現額４億5,４２４

万8,０００円。調定額４億5,７１１万5,２

１３円に対し、収入済額が４億5,３９７万7,

６８１円、不納欠損額４４万5,３３０円、

収入未済額が２６９万2,２０２円でござい

ます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額４

万1,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも３万９００円で、これは保険料徴

収に係ります督促手数料の収入でございま

す。 

  款３・繰入金は、予算現額5,３４８万7,

０００円に対しまして、調定額、収入済額

とも5,３２３万7,６４６円で、一般会計か

らの繰入金でございます。 

  款４・繰越金は、予算現額1,４６８万5,

０００円で、調定額、収入済額とも1,５９

４万８８１円で、前年度からの繰越金でご

ざいます。 

  続きまして、歳出の御説明をさせていた

だきます。 

  款１・総務費は、予算現額１６１万4,０

００円に対しまして、支出済額は１３９万2,

６９３円でございます。これは賦課徴収事

務に要した経費でございます。 

  款２・後期高齢者医療広域連合納付金は、

予算現額５億６１２万3,０００円に対しま

して、支出済額５億４１６万２３０円でご

ざいます。これにつきましては保険基盤安

定負担金及び保険料等収納額相当額の負担

金でございます。 

  款３・諸支出金は、予算現額９０万1,０

００円に対し、支出済額３０万7,２３１円
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でございます。これにつきましては保険料

の還付金でございます。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

認定くださいますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１７「第５号認定 令和元年度豊

能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決

算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第５号認定、令和元年度豊能

町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決算

の認定につきまして、提案の説明を申し上

げます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２８９ページをお開き願います。 

  歳入合計２２億1,５１７万3,１３０円、

歳出合計２１億1,４６３万9,３０９円でご

ざいます。差引残高１億５３万3,８２１円、

予算繰越により翌年度へ繰り越すべき額３

２２万3,０００円を差し引いた残りの額9,

７３１万８２１円を翌年度へ繰り越すもの

でございます。 

  ２９０ページ、２９１ページをお開き願

います。 

  まず歳入でございますが、款１・保険料、

予算現額５億9,９６２万9,０００円、調定

額６億1,０７０万9,０７９円に対し、収入

済額６億４５３万3,７７８円、不納欠損額

１３４万９２３円、収入未済額４８３万4,

３７８円で、これは第１号被保険者による

介護保険料収入でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額８

８３万4,０００円、調定額、収入済額とも1,

４７７万５１５円で、これにつきましては

新予防給付ケアマネジメント手数料及び介

護保険料の督促手数料収入でございます。 

  款３・国庫支出金は、予算現額５億6,６

３９万7,０００円に対し、調定額、収入済

額とも３億6,９８５万1,８２９円で、これ

は介護給付費及び介護予防事業費等に対す

る国庫負担金、補助金並びに交付金でござ

います。 

  款４・支払基金交付金は、予算現額５億9,

１２４万1,０００円に対しまして、調定額、

収入済額とも５億７７４万2,３７１円で、

これにつきましても介護給付費及び介護予

防事業費等に対する交付金で、第２号被保

険者保険料による交付金でございます。 

  款５・府支出金は、予算現額２億8,１８

３万7,０００円に対しまして、調定額、収

入済額とも２億7,０５８万4,０８９円で、

これも介護給付費及び介護予防事業費等に

対する府負担金並びに補助金でございます。 

  款６・繰入金は、予算現額３億6,１９２

万9,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも３億1,０８１万8,４７５円でござ

います。これにつきましては一般会計から

の繰入金でございます。 

  款７・諸収入は、予算現額１３万6,００

０円に対しまして、調定額、収入済額とも

１万3,４０４円でございます。預金利子、

延滞金収入でございます。 

  款８・繰越金は、予算現額１億3,６８４

万2,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも１億3,６８５万8,６６９円で、前

年度からの繰越金でございます。 

  続きまして、歳出の御説明をさせていた

だきます。 

  ２９２ページ、２９３ページを御覧いた

だけますでしょうか。 

  款１・総務費は、予算現額6,８８６万2,

０００円に対しまして、支出済額5,８１３

万４７０円で、この経費は介護保険事務事
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業の管理運営及び保険料の賦課徴収等の事

務に要した経費でございます。 

  款２・保険給付費は、予算現額２０億8,

２５８万3,０００円に対し、支出済額１７

億8,８１９万２６５円で、各種介護サービ

ス費及び審査支払手数料に要した経費でご

ざいます。 

  款３・財政安定化基金拠出金は、大阪府

に設置されております財政安定化基金に拠

出する経費でございますが、令和元年度に

おきましても支出はございません。 

  款４・地域支援事業費は、予算現額１億5,

５４０万3,０００円に対しまして、支出済

額１億3,８７３万6,７１０円で、これにつ

きましては介護予防事業並びに包括的支援

事業などに要した経費でございます。 

  款５・基金積立金は、予算現額１億1,５

６１万5,０００円に対しまして、支出済額

１億1,５６１万4,９２８円で、これにつき

ましては介護給付費準備基金への積立金で

ございます。 

  款６・公債費につきましては、執行額は

ございません。 

  款７・諸支出金は、予算現額1,４３８万

円に対しまして、支出済額1,３９６万6,９

３６円で、これにつきましては介護保険料

の還付金及び国府支払基金等への償還金に

要した経費でございます。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

認定くださいますようよろしくお願いをい

たします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１８「第６号認定 令和元年度豊

能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  それでは、第６号認定、令和元年度豊能

町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

につきまして、地方自治法第２３３条第３

項の規定により、監査委員の意見をつけま

して議会の認定をお願いするものでござい

ます。 

  それでは、決算書の３３７ページをお開

き願います。 

  令和元年度の下水道事業特別会計の決算

は、歳入合計４億6,０５５万1,５９６円、

歳出合計４億3,１６７万7,４５５円で、差

引残高2,８８７万4,１４１円を翌年度に繰

り越すものでございます。 

  ３３８ページ、次のページを御覧くださ

い。 

  歳入より御説明を申し上げます。 

  款１・分担金及び負担金は、予算現額1,

０００円、調定額１６万4,４００円、収入

済額１０万9,６００円で、収入未済額５万4,

８００円でございます。これは東地区内の

１件分の下水道負担金でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額２

億4,８６６万6,０００円、調定額２億7,２

４５万7,１５９円、収入未済額２億5,４９

４万2,７９０円で、不納欠損額４万9,５９

５円、収入未済額1,７４６万4,７７０円で

ございます。これは下水道使用料と指定工

事店登録手数料などの手数料でございます。

なお、収入未済額でございますが、令和２

年７月末現在では６３万7,３５５円となっ

ております。 

  続きまして、款３・国庫支出金につきま

しては、予算現額５００万円、調定額・収

入済額ともに５００万円でございます。こ

れはストックマネジメント計画策定業務に

係ります社会資本整備総合交付金でござい

ます。 

  款４・財産収入は、予算現額１２万5,０

００円、調定額、収入済額とも９万4,６６

０円でございます。これは基金の運用益で
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ございます。 

  款５・繰入金は、予算現額１億6,５９５

万1,０００円で、調定額、収入済額とも１

億3,１０６万8,２９５円でございます。こ

れは一般会計、下水道建設基金及び下水道

債、管理基金からの繰入れでございます。 

  款６・繰越金は、予算現額６８万1,００

０円、調定額、収入済額とも2,９５４万2,

８３１円でございます。これは前年度の繰

越金でございます。 

  款７・諸収入は、予算現額4,０００円、

調定額、収入済額とも８９万3,４１６円で

ございます。これは排水設備工事調書代や

流域下水道事業負担金の精算金などでござ

います。 

  款８・町債は、予算現額3,８９０万円、

調定額、収入済額とも3,８９０万円でござ

います。これは流域下水道債と下水道事業

債でございます。 

  続きまして、歳出の御説明を申し上げま

す。 

  ２３９ページ、次のページを御覧くださ

い。 

  款１・下水道費は、予算現額２億6,８７

０万7,０００円、支出済額２億4,２３６万4,

７５０円でございます。これは、消費税に

係る公課費のほか、下水道の事務管理に要

した経費と職員の人件費、流域下水道の維

持管理負担金など、下水道施設の維持管理

に要した経費及び管渠更生工事や流域下水

道事業の建設負担金など、下水道建設の整

備に要した経費でございます。 

  款２・公債費は、予算現額１億9,０１１

万2,０００円、支出済額１億8,９３１万2,

７０１円でございます。これは償還金の元

金及び利子でございます。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

認定くださいますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  日程第１９「第６８号議案 令和２年度

豊能町一般会計補正予算（第６回）の件」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  第６８号議案、令和２年度豊能町一般会

計補正予算（第６回）の件について御説明

申し上げます。 

  このたびの補正は、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金を活用した

事業及び災害を始め年度途中から執行せざ

るを得ない事業について予算を計上するも

のでございます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条としまして、既定の歳入歳出予算

の総額に４億4,９６８万6,０００円を増額

し、総額を９５億4,４９７万9,０００円と

するものでございます。 

  次に、第２条としまして繰越明許費でご

ざいます。５ページをお開き願います。 

  「第２表 繰越明許費」のとおり、款１

１・災害復旧費、項２・公共土木施設災害

復旧費の公園施設災害復旧事業、これは光

風台６丁目の緑地の災害復旧工事ですが、

この事業について今年度中に完了する見込

みがないため、翌年度に繰り越すものでご

ざいます。 

  次に、第３条としまして債務負担行為の

補正でございます。６ページをお開き願い

ます。 

  「第３表 債務負担行為追加」に記載の

とおり、ユーベルホール等施設一括管理事

業について、令和２年度から５年度までの

債務負担行為を設定するものでございます。 

  次に、第４条としまして地方債の補正で

ございます。７ページを御覧願います。 
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  追加と変更がございますが、まず「第４

表 地方債補正追加」のとおり、河川に係

る公共土木施設災害復旧事業債と、緑地に

係る公園施設災害復旧事業債の２件につい

て新たに発行するものでございます。 

  次に、８ページの「地方債補正変更」で

ございますが、防災行政無線遠隔操作機能

追加事業債と、臨時財政対策債の２件につ

いて、限度額をそれぞれ増額するものでご

ざいます。 

  それでは、今回の補正の内容について、

まず歳出から御説明申し上げます。１８ペ

ージをお開き願います。 

  款２・総務費、項１・総務管理費、目

５・財産管理費の１．庁舎等管理事業は、

住民対応窓口における感染対策のため、パ

ーテーション等を追加して設置するもので

ございます。 

  目６・企画費の５．地域公共交通促進事

業は、新型コロナウイルス感染症により経

営に影響を受けたバス・タクシー会社に対

し支援金を交付するものでございます。 

  次の８．ＮＰＯ等支援事業は、ＮＰＯ法

人が新型コロナウイルスを想定した新しい

生活様式に沿った事業を展開することに対

して支援を行うものでございます。 

  目７・支所費の２．支所庁舎管理事業は、

第一総合駐車場を来年３月をもって閉鎖す

ることに伴い、駐車スペースを確保するた

め、支所の駐車場と交番横の空き地を整備

するものでございます。 

  目１０・防災諸費の３．赤ちゃんサポー

ト給付金事業は、特別定額給付金の支給基

準日である４月２７日の翌日以降に出生し

たため、給付金の対象とならなかった新生

児や妊婦に対し、町独自の給付金を１人１

０万円給付するものでございます。 

  １９ページを御覧願います。 

  款３・民生費、項１・社会福祉費、目

１・社会福祉総務費の１９．障害者（児）

相談支援事業所支援事業及び次の目２・老

人福祉費の９．介護サービス事業所支援事

業は、それぞれ町内の障害者（児）相談支

援事業所、訪問介護事業所、居宅介護支援

事業所に対し、感染対策に係る支援金を１

施設２０万円給付するものでございます。 

  項２・児童福祉費、目２・児童福祉施設

費の２．吉川保育所管理事業、次の４．子

育て支援センター運営事業、また２０ペー

ジの目４・育成室運営費の２．留守家庭児

童育成室管理事業は、いずれも各施設の感

染対策を強化するものでございます。なお、

吉川保育所においては空調機を更新いたし

ます。 

  款４・衛生費、項１・保健衛生費、目

１・保健衛生総務費の２．保健衛生推進事

業は、豊能広域子ども救急センターの感染

防止策等により負担金が増額となるもので

ございます。 

  ２１ページを御覧願います。 

  同じ目の３・国民健康保険特別会計診療

所施設勘定繰出金事業は、歯科診察台の更

新や感染の疑いのある患者用の出入口を確

保するなど、診療所の感染対策の費用を繰

り出すものでございます。 

  なお、当初予算で計上しておりました経

費の一部にこのたびの臨時交付金を充当す

るため繰出金を増額いたします。 

  目２・予防費の３．予防接種推進事業は、

新型コロナとインフルエンザの同時流行に

よる医療体制のひっ迫を避けるため、６５

歳以上のインフルエンザ予防接種の自己負

担額を無償とするものでございます。 

  目３・母子衛生費の３．子育て世代包括

支援センター母子保健型運営事業及び目

４・保健福祉センター運営費の２．保健福

祉センター管理事業は、いずれも各施設の

感染対策を強化するものでございます。 
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  目７・上水道費の１．上水道事業補助事

業は、５月議会で補正予算をお認めいただ

きました水道基本料金の免除について、予

算が不足したため増額するものでございま

す。 

  ２２ページをお開き願います。 

  項２・清掃費、目１・塵芥処理費の５．

ごみ収集事業は、清掃作業員の熱中症予防

のため、被服を購入するものでございます。 

  款６・農林水産業費、項１・農業費、目

３・農業振興費の４．農×観光戦略推進事

業は、本町特産品のヤーコンを、産官学の

連携により製品化するための臨床試験を行

う費用及び農産物直売所志野の里の感染対

策などの費用でございます。 

  ２３ページを御覧願います。 

  款７・商工費、項１・商工費、目１・商

工総務費の１．人件費事業と、２．商工事

務事業でございますが、町内の消費喚起の

ため買物をする際に割引を受けられるお買

物補助券を発行するものでございます。 

  ２４ページをお開き願います。 

  款８・土木費、項２・道路橋梁費、目

１・道路維持費の１．町道維持管理事業は、

災害に対する法定外公共物維持管理補助金

でございます。 

  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費の２．学校園管理事業は、学

校のＰＣＢ廃棄物を処理する費用及び給食

調理員の熱中症予防や臨時休校による給食

費の負担をそれぞれ補助するものなどで、

また次の３．学校園保健衛生事業は、感染

対策費用でございます。 

  ２５ページを御覧願います。 

  同じ目の１２・保幼小中一貫教育推進事

業は、学校運営協議会準備会の講師・委員

の謝礼や視察費用など、保幼小中一貫教育

を推進するものでございます。 

  項２・小学校費、目１・学校管理費の２．

小学校管理事業は、特別教室と給食調理室

の空調機の整備及び感染拡大防止や学習支

援のための備品を整備するものでございま

す。 

  目２・教育振興費の１．小学校教育振興

事業は、ＧＩＧＡスクール構想により購入

するタブレット端末等の初期設定費でござ

います。 

  ２６ページをお開き願います。 

  項３・中学校費、目１・学校管理費の２．

中学校管理事業は、特別教室の空調機の整

備及び感染拡大防止や学習支援のための備

品を整備するものでございます。 

  目２・教育振興費の１．中学校教育振興

事業は、ＧＩＧＡスクール構想によるタブ

レット端末等の初期設定費でございます。 

  項４・幼稚園費、目１・幼稚園管理費の

２．ひかり幼稚園管理事業及び次の２７ペ

ージの４．ふたば園管理事業は、空調機の

ほか、感染対策を強化するものでございま

す。 

  次の５．ふたば園管理事業は、漏水によ

る水道料金の増額でございます。 

  項５・社会教育費、目４・図書館運営費

の２．図書館運営事業は、パーテーション

など感染対策を強化するものでございます。 

  ２８ページをお開き願います。 

  項６・保健体育費、目１・スポーツ振興

費の３．シートス管理事業は、感染対策の

ために休業したシートスについて維持管理

や感染防止策に要した費用に対し支援金を

給付するものでございます。 

  款１１・災害復旧費、項１・農林水産施

設災害復旧費、目１・耕地災害復旧費でご

ざいますが、第６５号議案、農地及び農業

用施設災害復旧事業の施行についてにおい

て御説明申し上げたとおりでございます。 

  ２９ページを御覧願います。 

  項２・公共土木施設災害復旧費、目１・
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公共土木施設災害復旧費でございますが、

道路及び河川の災害復旧工事を行うもので

ございます。 

  目２・公園施設災害復旧費でございます

が、光風台６丁目の緑地の災害復旧工事を

行うものでございます。この工事は５ペー

ジの第２表で申し上げましたとおり、翌年

度に繰り越して施工いたします。 

  歳出は以上でございます。 

  次に歳入について御説明申し上げます。 

  １２ページにお戻り願います。 

  款１１・地方交付税、項１・地方交付税、

目１・地方交付税でございますが、交付額

の確定により増額するものでございます。 

  款１３・分担金及び負担金、項２・分担

金、目１・災害復旧費分担金は、耕地災害

復旧事業に対する受益者負担金でございま

す。 

  １３ページを御覧願います。。 

  このたびの補正では新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金を充当いた

しますが、その説明は省略いたしますので

御了承願います。 

  １４ページをお開き願います。 

  款１５・国庫支出金、項２・国庫補助金、

目６・教育費国庫補助金の節２・小学校費

国庫補助金と、節３・中学校費国庫補助金

の学校施設環境改善交付金でございますが、

いずれも特別教室等の空調機を整備するこ

とに対し交付されるものでございます。 

  １５ページを御覧願います。 

  目８・災害復旧費国庫補助金の節１・公

共土木施設災害復旧費国庫補助金及び節

２・公園施設災害復旧費国庫補助金でござ

いますが、河川と緑地の災害復旧事業に対

し交付されるものでございます。 

  款１６・府支出金、項２・府補助金、目

８・教育費府補助金の節１・事務局費府補

助金、次の節６・小学校費府補助金及び次

の節７・中学校費府補助金でございますが、

いずれも感染拡大防止や学習支援のための

備品整備に対し交付されるものでございま

す。 

  １６ページをお開き願います。 

  目９・災害復旧費府補助金でございます

が、耕地災害復旧事業に対し交付されるも

のでございます。 

  款１９・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・財政調整基金繰入金は、今回の補正の

財源調整として減額するものでございます。 

  １７ページを御覧願います。 

  款２１・諸収入、項３・雑入、目３・雑

入は、臨時休校による給食費の負担を補助

することに対し、全国学校給食会連合会か

ら交付される補助金でございます。 

  款２２・町債は、７ページ及び８ページ

の「第４表 地方債補正」で申し上げたと

おりでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  提案理由の説明は以上で終了いたします。 

  以上をもって本日の日程は全て終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、９月８日午前９時３０分より会

議を開きます。 

  本日は大変に御苦労さまでした。 

 

散会 午前１１時２１分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

第 ７号報告 専決処分の報告の件（令和２年度豊能町一般会計補正予算 

       （第５回）の件） 

第 ８号報告 専決処分の報告の件（工事請負契約の一部変更について） 

第５９号議案 豊能町教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ 

       いて 

第６０号議案 豊能町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求 

       めることについて 

第６１号議案 豊能町税条例改正の件 

第６２号議案 豊能町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営 

       に関する基準を定める条例改正の件 

第６３号議案 豊能町重度障害者の医療費の助成に関する条例等改正の件 

第６４号議案 豊能町指定居宅介護支援事業者の指定並びに指定居宅介護 

       支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例改 

       正の件 

第６５号議案 豊能町農地及び農業用施設災害復旧事業の施行について 

第６６号議案 令和２年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定補 

       正予算（第２回）の件 

第６７号議案 令和２年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算（第 

       ２回）の件 

第 １号認定 令和元年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ２号認定 令和元年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出 

       決算の認定について 

第 ３号認定 令和元年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定歳 

       入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 令和元年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

       認定について 

第 ５号認定 令和元年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ６号認定 令和元年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
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       について 

第６８号議案 令和２年度豊能町一般会計補正予算（第６回）の件 
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  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員 １２番 

 

        同    １番 

 

 

 

 


